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験
協
会
で
、現
在
は
１
４
８
の
委
員
会
と
、

１
万
２
７
０
０
以
上
の
標
準
化
、
１
４
０

カ
国
以
上
の
参
加
国
、
全
世
界
に
３
万
人

の
会
員
と
い
う
世
界
最
大
級
の
組
織
に
な

っ
て
い
る
。
制
定
し
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
規

格
が
国
際
規
格
化
し
た
01
年
に
、
現
在
の

名
称
に
変
更
し
た
。

実
際
に
標
準
化
を
進
め
て
い
る
の
は
、

17
年
に
カ
ナ
ダ
の
農
家
か
ら
提
案
を
受

け
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
が
設
置
し
た
「
Ｄ
37 

C
annabis

（
以
下
、
Ｄ
37
）」
と
い
う
大

麻
草
の
標
準
化
委
員
会
で
あ
る
。
Ｄ
37
に

は
、
業
界
団
体
や
学
術
機
関
、
研
究
所
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
栽
培
者
、
行
政
、
輸
送

機
関
、
ソ
フ
ト
事
業
者
、
認
定
機
関
な
ど
、

12
カ
国
を
代
表
す
る
３
０
０
名
以
上
の
メ

ン
バ
ー
が
所
属
し
、
10
の
専
門
的
な
技
術

委
員
会
が
あ
る
（
表
１
）。

技
術
委
員
会
の
名
称
を
見
る
と
、
医
療

が
国
境
を
越
え
て
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
辺
り
の
環
境
を
整
え
る
「
標

準
化
」
を
行
な
う
必
要
が
出
て
き
た
。
大

麻
草
の
標
準
化
を
進
め
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

合
法
化
が
進
む
国
で
も
、
遅
れ
て
い
る
国

で
も
、
国
際
規
格
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

①
安
全
性
、
品
質
、
信
頼
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
②
国
際
規
格
は
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
た
め
、
新
興
業
界
の
サ
ポ
ー
ト
に

な
り
、
③
世
界
各
国
に
お
い
て
法
律
お
よ

び
規
制
を
検
討
す
る
と
き
の
参
照
ツ
ー
ル

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｄ
37
の
大
麻
草
の
標
準
化
は 

医
療
用
・
嗜
好
用
分
野
か
ら

標
準
化
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
か
ら

生
ま
れ
た
多
様
な
ル
ー
ル
か
ら
共
通
の

「
取
り
決
め
」
を
定
め
る
こ
と
を
い
い
、

そ
の
「
取
り
決
め
」
を
規
格
と
い
う
。
規

格
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
り
、社
内
、

団
体
、
国
家
、
地
域
、
国
際
レ
ベ
ル
に
分

類
さ
れ
る
（
図
２
）。
国
際
規
格
と
し
て

有
名
な
も
の
に
は
、国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
）
が
定
め
た
品
質
管
理
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
０
、
環
境
管
理
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

０
な
ど
が
あ
る
。

大
麻
草
の
標
準
化
に
着
手
し
た
の
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
で
は
な
く
、
世
界
最
大
級
の
民
間
規

格
制
定
機
関
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
以
下
、Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
）
だ
。
前
身
は
、

１
８
９
８
年
に
鉄
道
の
レ
ー
ル
に
用
い
る

鋼
の
標
準
化
に
取
り
組
ん
だ
米
国
材
料
試

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
世
界
中
で
ヘ

ン
プ
栽
培
が
復
活
す
る
に
つ
れ
て
、
ヘ
ン

プ
由
来
の
衣
食
住
を
担
う
多
種
多
様
な
製

品
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
（
図
１
）。
一

説
に
よ
る
と
、
そ
の
数
は
２
万
５
０
０
０

種
類
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ヘ
ン
プ
の
最

大
の
特
徴
は
、
茎
、
根
、
葉
、
花
、
種
子

と
す
べ
て
の
植
物
部
位
が
そ
の
原
料
に
な

り
、何
も
無
駄
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

市
場
調
査
会
社
に
よ
る
と
、
ヘ
ン
プ
産
業

の
世
界
的
な
市
場
規
模
は
２
０
１
９
年
度

に
は
約
５
０
０
０
億
円
と
推
定
さ
れ
、
25

年
に
は
２
兆
８
６
０
０
億
円
ま
で
拡
大
す

る
と
い
う
。

ヘ
ン
プ
に
関
す
る
規
格
は
国
や
業
界
団

体
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
ヘ
ン
プ
産
業

国際規格
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本
の
窓
口
は
日
本
規
格
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）

で
あ
る
。
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
大

麻
」
と
い
う
用
語
を
検
索
す
る
と
、
該
当

す
る
規
格
文
書
を
有
料
（
６
０
０
０
円
前

後
）
で
取
得
で
き
る
。

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
標
準
化
へ

医
療
用
・
嗜
好
用
は
国
際
的
に
も
話
題

性
に
富
み
、“
グ
リ
ー
ン
ラ
ッ
シ
ュ
”
と

呼
ば
れ
る
５
兆
円
と
い
う
市
場
規
模
の
注

目
分
野
な
の
で
、
Ｄ
37
の
設
立
当
初
、
産

業
用
ヘ
ン
プ
の
技
術
委
員
会
は
設
置
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
ヘ
ン
プ
貿
易
連

盟
（
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ａ
）
や
欧
州
産
業
用
ヘ
ン
プ

協
会
（
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）
ら
が
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
と
交

渉
し
た
結
果
、
18
年
10
月
に
、
ヘ
ン
プ
専

討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

標
準
化
が
進
む
と
、各
商
品
に
お
い
て
、

製
造
会
社
や
販
売
会
社
ご
と
の
機
能
・
品

質
な
ど
の
属
性
と
は
無
関
係
に
、
経
済
価

値
の
同
質
化
（
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
）、

汎
用
品
化
が
促
進
さ
れ
る
。
結
果
的
に
、

消
費
者
に
と
っ
て
は
品
質
が
良
く
、
価
格

が
安
い
も
の
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
Ｄ
37
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
枠

組
み
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
国

際
農
業
規
範
）、
Ｇ
Ｍ
Ｐ
（
医
薬
品
等
の

製
造
・
品
質
管
理
基
準
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
な
ど
と
の
リ
ン
ク

を
強
め
、
ヘ
ン
プ
産
業
の
国
際
規
格
が
よ

り
統
合
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

日
本
に
も
標
準
化
の
波
が
既
に
上
陸
し

て
い
る
。
Ｄ
37
の
「
人
材
育
成
、
評
価
、

資
格
認
定
」
技
術
委
員
会
（
Ｄ
37
・
06
）

の
会
長
を
担
い
、
米
国
の
医
療
用
大
麻
の

教
育
機
関
で
あ
る
Ｍ
Ｍ
４
１
１

（https://m
edicalm

arijuana411.jp

）

が
、
日
本
語
版
の
教
育
講
座
を
20
年
10
月

に
開
始
し
た
の
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
な

の
で
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
医
学
、
大
麻
民

俗
学
、
ヘ
ン
プ
農
学
な
ど
の
科
目
を
日
本

で
も
受
講
で
き
る
。
人
材
育
成
の
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｍ
規
格
が
発
効
さ
れ
次
第
、
準
拠
し
た
講

座
に
な
る
予
定
と
い
う
。直
面
す
べ
き
は
、

ヘ
ン
プ
へ
の
対
応
が
進
ん
だ
国
も
遅
れ
た

国
も
、
標
準
化
か
ら
は
平
等
に
逃
れ
ら
れ

な
い
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

門
の
技
術
委
員
会
（
Ｄ
37
・
07
）
が
正
式

に
追
加
さ
れ
た
の
だ
。
同
時
に
年
２
回
、

毎
年
１
月
と
６
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｄ
37
の

全
体
会
で
も
、
ヘ
ン
プ
に
関
す
る
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

標
準
化
で
も
「
大
麻
草
」
と
掲
げ
て
い

る
も
の
の
、
医
療
用
・
嗜
好
用
の
分
野
の

み
を
扱
う
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ

の
な
か
で
ヘ
ン
プ
に
特
化
し
た
議
論
を
行

な
う
技
術
委
員
会
を
設
置
で
き
た
こ
と

は
、
ヘ
ン
プ
産
業
に
と
っ
て
大
き
な
意
義

が
あ
る
出
来
事
で
あ
る
。

ヘ
ン
プ
の
標
準
化
に
お
け
る
課
題
は
前

途
多
難
な
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
具
体
的

に
は
、
カ
ン
ナ
ビ
ス
と
ヘ
ン
プ
な
ど
の
用

語
の
定
義
、
種
子
・
繊
維
・
樹
脂
な
ど
の

分
類
、
品
質
に
お
け
る
見
た
目
や
匂
い
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー

ル
）
の
含
有
量
、汚
染
物
質
の
限
度
基
準
、

ヘ
ン
プ
繊
維
や
種
子
の
試
験
方
法
と
等

級
、
栽
培
・
加
工
・
取
り
扱
い
・
流
通
・

試
験
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
品
質
管
理
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の

実
施
法
な
ど
が
あ
る
。
と
く
に
、
ヘ
ン
プ

品
種
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
上
限
基
準
は
国
に

よ
っ
て
０
・
１
～
１
・
０
％
と
幅
が
広
く

（
本
誌
18
年
１
月
号
参
照
）、
現
段
階
で
は

各
国
の
ヘ
ン
プ
協
会
の
統
一
見
解
と
し
て

１
・
０
％
を
推
奨
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、表
２
に
示
し
た
と
お
り
、

ヘ
ン
プ
種
子
や
ヘ
ン
プ
建
材
に
関
わ
る
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
検

用
お
よ
び
嗜
好
用
大
麻
の
分
野
を
想
定
し

た
も
の
が
目
立
つ
。
と
り
わ
け
最
も
早
く

合
意
し
、
18
年
５
月
に
発
効
し
た
２
つ
の

規
格
は
い
ず
れ
も
、
医
療
用
・
嗜
好
用
で

用
い
ら
れ
る
花
に
関
わ
る
「
大
麻
の
花
の

水
分
活
性
を
決
定
す
る
た
め
の
標
準
的
な

方
法
」
と
「
乾
燥
大
麻
の
花
の
許
容
水
分

活
性
（
０･

55
～
０
・
65
）
を
維
持
す
る

た
め
の
標
準
仕
様
」
で
あ
る
。
水
分
活
性

は
一
般
的
に
食
品
中
の
自
由
水
の
割
合
を

表
す
数
値
で
、
食
品
の
保
存
性
の
指
標
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
麻
草
の
花
も
、
水

分
が
多
い
と
カ
ビ
や
微
生
物
の
発
生
原
因

と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
規
格
は
品
質
の
安
定
化
に
貢
献
す
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
規
格
の
日

表１： ASTMの標準化委員会「D37 Cannabis」傘下の技術委員会

表２： ヘンプ技術委員会（D37.07）傘下のワーキング・グループ
　　　（21年3月現在）

D37.01 Indoor and Outdoor Horticulture 
and Agriculture

屋内および屋外の
園芸および農業

D37.02 Quality Management Systems 品質管理システム

D37.03 Laboratory 試験所

D37.04 Processing and Handling 加工および取り扱い

D37.05 Security and Transportation 安全性および輸送

D37.06 Personnel Training, Assessment, 
Credentialing

人材育成、評価、
資格認定

D37.07 Industrial Hemp 産業用ヘンプ

D37.08 Cannabis Devices and 
Appliances

カンナビス器具と
アプリケーション

D37.90 Executive エグゼクティブ

WK67893 ヘンプ種子のサンプリング

WK67894 人間の消費を目的としたヘンプ種子の水分含有量の測定

WK70549 ヘンプクリート材サンプルの断熱特性をテストするための
R値および耐火性テスト方法の妥当性/適用性の評価

WK70550 ヘンプクリート材の偏りのないR値と耐火性の確立

WK74560 人間の消費を目的としたヘンプ種子製品の食品安全性と品質

WK71455 食品の安全性とヘンプ種子の品質

WK71457 ヘンプ種子の劣化の評価

出典（表１・表２）：https://www.astm.org/COMMITTEE/D37


